
令和 5 年 4 月 1 日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

＜目的＞

＜成果＞

　課題点

【連携した結果に対する意見または評価】

　対象者・地域にとってのメリット

地域連携活動に参加して、利用できる交通手段や行動できる範囲を広げるこ

とができる。また、近隣地域へ障がい者への理解を高めることができる。

陶山　燈住　所 大阪府大阪市天王寺区国分町13番8号 ｸﾞﾘｰﾝﾋﾙ108 2階

実施日程 月曜日～金曜日（祝日を除く） 連携企業の協力で、利用者が作業しやすい環境が

整備されています。一般就労に向けた貴重な就労

経験の場となっています。

電話番号 06-6776-8792 対象年度 令和4年度

地域連携活動の概要

8人 ※1日の参加人数は1ユニット4人

　実施した生産活動・施設外就労の概要

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

事業所名 就労支援センター寺田町 事業所番号 2711700647

活動場所 大阪府大阪市東住吉区住道矢田9-16-5

実施時間 10時00分～15時30分（実働4時間30分）

参加人数

管理者名

事務用品や施工用品等の加工・組立、検品・梱包等を始めとする

軽作業業務。

連携先企業名 ネットワークTec株式会社 担当者名 山本　牧子

　地域連携活動のねらい

これまでとは異なる公共交通機関の利用や移動時間・距離の変化を経験する

ことにより、新たな地域コミュニティへの参加の実現と、当事業所の目的で

ある「障がい者がより良い生活を送る為の一般就労」の選択肢と可能性を広

げることができる。

　実施した結果・得られた成果

令和4年1月17日より連携企業にて活動中。

作業を効率よく割り振りをされ、一日の課せられた作業もこなされています。皆様、協力

されて頑張られています。

【今後の連携強化に向けた課題】

今後はより一般の従業員の方々と同様の作業速度と数量を目指せるように努

力と意識が必要である。

連携先の企業等の意見または評価

【令和4年度活動内容】について

新しい作業も取り組み、色々な作業に挑戦されたらと思います。

利用できる交通手段や行動できる範囲を広げることができた。品質の向上と

納品数のチェック等の細心の注意を払いながら取り組み、納品の期日内に完

成させるという責任感が生まれた。

様式１ 


